
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

佐渡市 介護サービス事業 介護老人保健施設すこやか両津

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止 民営化・

民間譲渡
地方独立

行政法人化
広域化・
広域連携

PFI 指定管理者
制度

包括的
民間委託

・現行の体制では、施設スタッフも不足状態で、経営的にも非効率な状態である。
・民営化に対しては、希望する企業も多くはなく、実質公営での継続対応が必要。

・高齢化率が今後も高くなる中、施設的には廃止は困難と思われるが、職員
配置等人件費も高額で、民営化が妥当と考える。公営で継続するには、給与
体系等根本的な改革が必要と考えられる。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 

実施状況 

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性 



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

当面は隣接する市立両津病院の移転を見据え、現行の体制を維持することが望ましい。
今後の経営改革については民営化の方向性を含め、隣接する市立両津病
院の移転の動向により検討する。

○

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止 民営化・

民間譲渡
地方独立

行政法人化
広域化・
広域連携

PFI 指定管理者
制度

包括的
民間委託

団体名 事業名 公営企業の名称

佐渡市 介護サービス事業 特別養護老人ホーム歌代の里

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 

実施状況 

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性 



（事業の概要） （方式） （実施（予定）時期）

（事業の概要） （検討状況・課題）

検討中

平成

22 4 1

実施予定 年 月 日

取組事項 指定管理者制度

実施済 ○ ○高齢者通所サービス
○西三川デイサービスセンター部分
                                 　 254.2721㎡
　・食堂・機能回復訓練室　101.9018㎡
　・静養室（ベッド・畳）　　　　32.2959㎡
　・男子・女子トイレ 　　　　　19.0463㎡
　・洗濯室　　　　　　　　　　　16.5620㎡
　・相談室（共用）　　　　　　 16.1479㎡
　・会議室（共用）　　　　　　 27.7413㎡
  ・一般浴室　　　　　　　　　 24.8430㎡
　・脱衣室　　　　　　　　　　  14.0777㎡
　・便所　　　　　　　　　　　　　1.6562㎡

代行制 利用料金制

○

○

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止 民営化・

民間譲渡
地方独立

行政法人化
広域化・
広域連携

PFI 指定管理者
制度

包括的
民間委託

団体名 事業名 公営企業の名称

佐渡市 介護サービス事業 想定企業会計

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 

実施状況 

抜本的な改革の取組状況 


	すこやか両津
	歌代の里
	想定企業会計（老人デイ）

